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このたびは、コロナ石油ス I ''ーブをお買いあげ 
いただき、まことにありがとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後もお使いになる方がい 
つでも見られる所に「保証書」と共に大切に保 
管してください。 




□ 特に注意していたださたいこと 

(安全のために必すお守りください)1〜3 


* 灯油の廃棄について- 3 

B 使用する場所-3 

□ 各部のなまえ-4〜6 

參外観図 • 構造図-4〜5 

♦操作部.表示部-5〜6 

□ 使用前の準備-7〜8 

•燃料-7 

•給油-7〜8 

拳点火前の準備と確認-8 

B 使用方法- 9〜12 

•点火-9 

•至温の調節-9 

•風向調節-10 

•消火-10 

參タイマーの使用方法-11〜12 

□ 安全装置-13 

□ その他の装置-13 

□ 日常の点検.手入れ-14〜15 

□ 定期点検-16 

[0 故障•異常の見分け方と処置方法-17 

ED 部品交換のしかた-18 

[0 保管（長期間使用しない場合）-18 

E 仕様-19〜20 

EQ アフターサービス-20 

E 据付け.移設-21〜22 


_株式会社 J 麗夏 t 







































































































圆特に注意していただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害 
を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意味は次のよ〇になっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


本文中のマークは、次の意味を表します。 


△警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いをす 
ると、人が'死亡、重傷を負ろ可能性または 
火災の可能性が想定される内容を示してい 
ます。 


△注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをす 
ると、人が軽傷を負う可能性や物的損害の 
発生が想定される内容を示しています。 


\AA 

このマークは、「注意」し 
ていただく内容です。 


このマークは、してはい 
けない「禁止」を表してい 
ます。 

❶ c 

このマークは、必ず実行 
していただく「指示」を表 
しています。 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用 
しないでください。火災の原因になります。 


△警告 ( WARNING ) 

(§) 


給排気筒トップには金網などは付けない 

給排気筒トップには、虫よけのため 
の金網などは付けないでください。 

給排気の妨げになり、異常燃焼を 
起こし排ガスが室内に漏れる可能 
性があり危険です。 



m 


可燃物近接厳禁 

カーテン、布団や毛布など燃えや 
すいもののそばで使用しないでく 
ださい。火災が発生するおそれ 
があります。 

可燃物との離隔距離については、 

標準据付図 （ C ^21 ページ）を參照してください。 

給排気筒(管*ホース)外れ危険 

給排気筒（管 • ホース）が外れ 
たまま使用しないでください。 

外れていると運転中に排ガスが 
室内に漏れて、危険です。 


ご自身での据付け • 移設工事の厳禁 


お客様ご自身による工事は危険 
です。据付け工事はお買い求め 
の販売店や専門業者に、ご依頼 
ください。（ストーブを移設させ 
る場合も同じです。） 
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給排気筒トツプ閉そく危険 

給排気筒トツプの周りが雪でふさ 
がれたまま使用しないでください。 

ふさがれているときは、除雪して 
ください。 

また、板などによる「雪囲い」は 
給排気の妨げになるのでおやめください。閉そくしてい 
ると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。 

スプレー缶厳禁 

スプレー缶やカセツトこんろ用ポ 
ンべなどを温風のあたるところに 
放置しないでください。熱で缶の 
圧力が上がり、爆発して危険です。 

衣類の乾燥厳禁 

衣類などの乾燥には使用しないでく 
ださい。衣類が乾燥すると、ストー 
ブの熱気でゆれて衣類が落下して 
火が'つき、火災の原因になります。 

定期点検の実施 

定期的 (2 年に1回程度）に点 
検 • 整備を受けてください。 

点検を受けすに長期間使用 
し続けると、故障や事故の原因になり危険です。 

点検 • 整備はお買い求めの販売店や資格者のいる店に依 
頼してください。 

温風吹出口をふさがない 

衣類、紙などで温風吹出□や空気 
取入□をふさがないでください。 

衣類、紙などでふさぐと、火災の原 
因になります。 
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△注意 ( CAUTION ) 

フィルタを外しての運転禁止 X-N 

対流用送風機のフィルタを外した状態で運転 
しますと、力ーテンなどを巻きこんで火災に 
なるおそれがあります。また手などふれると 
けがをするおそれがあります。 

\_ 

電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えた \，ぐ' 1 XI 

り、物をのせたりしないでくだ 

さい。また、電源プラグを抜く 

ときは、コードを持って引き抜 ダ. 

かないでください。火災や感電の原因になります。 




































































































電源プラグのお手入れをする 


ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（および 
金属物）を除去してください。（ほこりが'たまる 
と湿気などで絶縁不良になり）火災の原因になります。 


❶ 


腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや花びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブが変 
形することがあります。また、水が内部に入る 
と、感電、火災、故障の原因になります。 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 


給排気筒トップの近くに、 




0 
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改造使用の禁止 

改造して使用しないでください。また、ス I 
ブ'本体や給排気筒には床暖房用の熱交換器など 
を取り付けないでください。 

火災や排ガスが室内に漏れる原因となり危険です 


0 



指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けがや火災の原因になります。 


油漏れ確認 

油タンク • ゴム製送油管 • 接合 
部および機器などからの灯油漏 
れがないことを確認の上ご使用 
ください。灯油が漏れていると 
火災のおそれがあります。 


ぐ漏れ確認〉 


0 

〇 


4〆 ⑧ 


高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、高温部 
(温風吹出口)、給排気筒トツプ 
に手などふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 


>小さいお子様のいるご家庭では、特に注意してください。 


長期間使用しないときは電源プラグを抜く 



長期間使用しないときは、電源プラグを抜いて 
ください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 


€ 


電源の接続 


0 


►電源は適正配線された単相100 V のコンセント 
以外は使用しないでください。 

発熱 • 発火の原因になります。 

►電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使用 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱_発火の原因になります。 


灯油の保管 


❶ 


灯油は、火気、雨水、ごみ、高温および直射日光 
をさけた場所に保管してください。 

ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や火災のおそれがあります。 

据付け上の注意 

•お客様ご自身による工事は危険です。 

据付け工事や移設工事は、必すお買い求めの 
販売店に依頼してください。 

•ス I ブおよび給排気筒の据付けについては火災予防 
条例、石油燃焼機器の設置基準による規制が'ありますの 
で、これに従って据付けてください。 

•ス I フ''の固定は、本体固定金具などで、確実に固定し 
てください。 


不良灯油使用禁止 

変質灯油(持ち越した灯油など)、不純灯油(灯油 
以外の油•水 • ごみが混入した灯油など）などの不 
良灯油を使用しないでください。異常燃焼や故 
障のおそれがあります。 
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△注意 ( CAUTION ) 


廃棄するときの注意 


オイルフィルタ 


ストーブを廃棄処分するときは、 

の灯油を抜き取ってください。 

(ぽ15ぺージ） 

灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思 
わぬ事故になるおそれがあります。 


異常時使用禁止 

万一異常を感じたときは、使用 
しないでください。 

異常燃焼のおそれがあります。 
すみやかに運転スイツチを「停止」 
にしてください。 


〇 



温風に直接あたらない 

温風に直接長時間あたらないでく 
ださい。低温やけどや脱水症状に 
なるおそれがあります。温風を直 
接吸い込まないでください。気分 
が悪くなることがあります。 

低温やけどについて 

參比較的低い温度 (40° C 〜 60° C ) でも長時間皮ふの同じ所 
が熱せられると、熱い、痛いなどの自覚症状がなくても 
低温やけどのおそれか'あります。 

參次のような方は特に注意してください。 

♦乳幼児、お年寄り、皮ふの弱い方 

♦眠気を誘ろ薬（睡眠薬、かぜ薬など）を服用された方 

♦深酒、疲労の激しい方 



❶ 


灯油や可燃物など引火の 
おそれのあるものを置か 
ないでください。 

火災のおそれがあります。 



❶ 
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△注意 ( CAUTION ) 


給油時消火 



合油は、 


給油は、必す消火してか 
らおこなってください。 

:• ••••••••••• 

V 

肖火後 



シ 

\ 



こぼれた灯油はよくふき 


1 



取ってください。 , 

一 

V 

全 


火災のおそれ;^あります。 




外出するときは消火 

外出するときは、必す運転を停止し消火して 
ください。 

❶ 

特殊用途には使用しない 

食品 • 精密機器 • 美術品の保存や、動植物の 
飼育 • 栽培などには使用しないでください。 

0 

高温部（やけど）に注意 

燃焼中や消火直後は、高温部（グリルの周辺 
など）、排気筒（煙突、排気筒トップ、給排 

A 


気筒トツプ）に手などふれないでください。 
やけどのおそれがあります。 



分解修理の禁止 

故障 • 破損したら、使用し 
ないでください。不完全な 
修理は、危険です。お買い 
求めの販売店またはコロナ 
サービスセンターに修理を依頼してください。 

可燃性ガス使用禁止 

ストーブ'を使用している部屋で、可燃性ガス 
が発生するもの（ガソリン、ベンジン、シン 
ナ _) 、スプレーを使用しないでください。 

火災や故障の原因になります。 _ 

ゴム製送油管の点検•交換 

ゴム製送油管を少し曲げてひび割れや亀裂が 
あった場合は交換してください。 

ゴム製送油管は時間と共に劣化しますので、ひび割れや 
亀裂などが'ない場合でも3年に1度は新しいものに交換 
されることを奨めします。交換しないと灯油の漏れにつ 
ながり、火災のおそれがあります。 
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❶ 


お願い (NOTICE) 灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになつた販売店 

I にご相談ください。 


_使用する場所 


安全に使用するために 


•マントルビースなどに据付ける場合は、標準据付け例に 
したがつてください。（ぽ21ぺージ） 


V 


►標高が1500 m を超える場所では使用しないでください。 
(空気の濃度が薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。） 
標高800 m 〜1 500 m で使用する場合は調整が必要です。 


(詳しくは、工事説明書の 
ださい。） 


高地で使用の場合 


をご覧く 


籲温室、飼育室、乾燥室などでは絶対に使用しないでくだ 
さい。 

•温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでく 
ださい。 




ノ 


効果的に使用するために 


窓の下や壁面に設置 


•外気に接する窓の下や壁面 
に置くと、冷気がストーブ 
で暖められ、温風とし r 対 
流しますので効果的です。 



温風の循環を妨げない 

•温風吹出口の前面に障害物を置か 


•温風吹出口側の空間を広くとれる場所を選んでください。 


ないでください。 

參障害物があると、部屋の温度にむら 
ができるばかりでなく、本体の温度 
が上昇して危険です。また、温風が 
回り込み室温調節が'正しく働かない 
場合があります。 


















































































































画各部のなまえ 


( T 外観図） 

CSif 


ルーパー 
温風吹出口 


風向 レバー 
炎確認窓_ 


前バネル 


調節脚 



とつて 
表示部 
操作部（カバー内) 
側板ふた 

-置台 


jiTsil 

給排気筒本体 


給気筒トツプ 

給気 ホース- 

排気管抜け 
検知用リード線 

オイルフィルタ 

電源コード 



背面 カバー 

-本体固定金具 

温風空気取入口 
(フイルタ） 

対流用送風機 

水平器 


ルー ムサ ーモ センサー 


ゴム製送油管 












































































































過熱防止装置（安全サーモスタツト) 


遅延サ ー モスタツト 
熱交換器 



外筒 


プリント配線板 


c 操作部） 


運転•停止1 f 


へ 


ノ 


時計 

切換スイッチ■夕 


温度 • 時計調節 





温度/時計 

G 

タイマー運転 

E 

曜日設定 

m 


曜日設定キー 


曜日の設定をするときに押します。 
(ぽ11 .12 ベ-ジ） 

※切換スイツチが「時計合せ」のとき 
または、おはよろタイマー設定時 
有効 


3 

-防爆装置 

燃焼用送風機 

燃焼制御装置 



(フレームアイ） 
電磁ポンプ 

対震自動消火装置 



運転スイッチ 


点火 ■ 消火するときに押します。 
(ぽ 9-10. 12ぺージ） 


温度 • 時計調節キー 


現在時刻とタイマー時刻を合わ 
せるときに押します。 

(ぽ11ぺージ） 


時 

B 寸 □'わ t 

分 

分合わせ 


※切換スイツチが「時計合せ」と 
「タイマー合せ」のとき有効 


t ット温度を変えるときに押し 
ます。 （ t 3= 9ページ） 


低 

温度を下げる 

高 

温度を上げる 



































































































































































































































































































g ] 使用前の準備 


燃料は必す灯油 （ JIS 1 号灯油）を使用してください。 


• 「△警告 ガソリンなどの揮発性の高い油は絶対に 
使用しないでください。火災の原因になります。 

籲 I △注意 I 不良灯油(変質灯油、不純灯油）は絶対 
に使用しないでください。 

• [ AaH 灯油は必す火気 • 雨水 • ごみ • 高温およ 
び直射日光をさけた場所に保管し r ください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や火災のおそれがあります。 





灯油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふきかけます。 
(火の気のない所でおこなつてください。） 



灯油はぬれたまま 


X 




ガソリンはすぐ乾く 


不良灯油（変質灯油•不純灯油）とは… 


昨シーズンよ 
り持ち越しの 
灯油 



日光にあたる 
所や温度の高 
い所に保管し 
た灯油 


0 



容器のふたが 
開けてあつた 
り、乳白色のポ 
D 容器で保管 



水 • ごみや灯 
油以外の油が 
ほんのわずか 
でも混入した 



•極度に変質したものは、黄色味がかったり、すっぱいにおいがします。 
•必ず灯油用のポリタンクをお使いください。 

•灯油はシーズン中に使いきりましよう。 


■変質灯油や不純灯油などの不良灯油を 
使用すると、機器の故障の原因になります。 

•油の程度にもよりますが、燃焼不良をおこし 
たり、ストープの損傷を早め、故障の原因にな 
ります。 

參水やごみが送油経路内に流れこみ、燃焼不良 
や着火不良の原因になります。 


■変質灯油や不純灯油などの不良灯油を 
使用したときは… 

•お買い求めの販売店または、お近くのコロナ 
お客様ご相談窓口にご連絡ください。 



•変質灯油、不純灯油などの不良灯油が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の対象外 
となります。 

•変質灯油の処理でお困りの場合は、灯油をお買い求めの販売店にご相談ください。 


參[也注意]給油は必ず消火してから火の気のないところでおこなってください。火災のおそれがあります。 


給油の手順と注意 


1. 油タンクの送油バルブを 
閉じる 



2. 給油□ぶたを外し給油する 

•市販の給油ポンプなどを使用して、 

油量計を見ながら給油してください。 
•油量計の針が「満」をさしたら、給 
油をやめてください。 



•給油後は給油口にあるストレーナ(ろ網) 
を取り出して、水やごみがたまつてい 
たら掃除をしてください。 



•給油の際に、水 • ごみなどを入れないように注意してください。 

水 • ごみなどは燃焼不良やス I •'ーフ''の寿命低下などの原因になります。 

V_ y 











































































灯油がなくなると… 


•ご使用中、油タンク内の灯油がなくなると、デジタル表示部に f - 0(?または f - 04が表示され消火します。 

•油夕、//7け ’ ri か , 、上う注琴しァくナニ'さ m 

參灯油がなくなり、デジタル表示部に [ 表示が出た場合は、給油後送油経路内の空気抜きが必要となります。 

\ _ / 


送油経路内の空気抜き 


❿初めて使用するときや油切れでデジタル表示部に£表示が出 
た場合は、油タンクに給油した後に、送油バルブを開き空気 
抜きをおこなつ r ください。 

1. 空気抜き用ねじをゆるめる 

•灯油が床にこぼれないようにオイルフィルタの下に布や、 

容器などを用意してください。 

2. ゴム製送油管をよく振り空気抜きをする 

•ゴム製送油管をよく振り、送油経路内の空気抜きを十分 
におこなつてください。 

3. 空気抜き用ねじを締める 9 

•空気が抜けオイルフィルタの中に灯油が満たされたら、空気抜き用ねじを締めてください。 



点火前の準備と確認 


p:: 福 i 爾顯 》 

參 「△注意| 油タンク • ゴム製送油管 • 接合部および機器など 
から油漏れがないことを確認の 上、 ご使用ください。 

•油漏れのあるときは使用を中止し、油タンクの送油バル^ 1 ''を閉じ 
てから、お買い求めの販売店またはコロナサービス t ンターにご 
相談ください。 



，瞻;6«既選 


注意 I 電源プラグ•コードの発熱 • 発火を防ぐために-… 

♦電源プラグはコン t ントに根元まで確実に差しこんでください。 
•電源は必す適正配線された単相 100 V のコンセントを使用して 
ください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用、他の電気 
器具とのタコ足配線をしないでください。 



コンセント 

100V 



給排気筒接続部の確認 


參警告 I 給排気筒（管■ホース）が外れたまま使用しない 
でください。 

外れていると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。 




























































































使用方法 



2. 運転スイッチを押す 

❿運転ランプが点灯し、燃焼ランプが点滅します。 
このとき同時に時刻表示から温度表示に切り変わ 
ります。 

•約10秒後に点火し、燃焼ランプが点滅から点灯に 
変わります。 

•点火してストープ内が暖まり、2〜4分後に対流 
用送風機がまわり始めます。 


•点火時、放電音と同時に着火音を発しますが、 
異常ではありません。 


_運転•停止1 



AM 

温度 

PM 


〇運転 
■ X ■燃焼 


AM 

温度 

PM 


セツト温度 室内温度 


ic' : zii：l 


セツト温度 室内温度 


約10秒後に点火 

V_ _ _ _ y 


〇運転 


〇燃焼 


•初めて使用される場合やオイルフイルタの空気抜きをおこなった直後の点火では、一度で着火しないことがあ 
ります。このス I •'ーブはミス着火時に再度自動点火操作をおこないますが、それでも着火しないで f - G , 三 1 表 
示されることがあります。このようなときは、運転スイッチを押しもどし、再度点火操作をしてください。 

•初使用時はストーブの防鎬油や塗料などが焼けて煙とにおいが出ることがあります。窓を少しあけて部屋の換 
気をしながら、強燃焼で半日から1日程度運転してください。また、小鳥や小動物などに影響する場合が考え 
られますので、この間は部屋に入れないでください。 

參点火後約10分間は、熱膨張のため熱交換器などが小さな音を出すことがありますが、異常ではありません。 
•外気温が低くなると、給排気筒トップから連続的に白煙が出ることがあります。 

これは排ガス中に含まれている水分が凝結して水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

-/ 


•温度 • 時計調節キーを押す 

キーを»してのぼ JS にさねせて <ださし、。 
❿キーを押しつづけると、表示は連続して変わります。 



♦ルームサーモ tz ンサーにより、セツト温度に応じて自動的に火力調 
節および、消火をおこないます。 

•未セツトの場合、セツト温度は自動的に 22° C にセツトされています。 
•セツト温度は、 12° C から 30° C までの範囲でセツトできます。 


セツト温度 室内温度 



•停電があった場合でも、1分以内の停電であれば再 t ツトする必要はありません。 

❿室内温度表示は、ルームサーモ t ンサー周辺の温度を感知して表示するので、お部屋の温度計とは 
数値が一致しないことがあります。 

♦ルームサーモセンサーは、ストーブ'の上部や熱の受けやすい場所、直射日光や冷気のあたる場所を 
さけ適切な位置に取り付けてください。 

v _/ 
















































，屈！^函^ p 1 


籲風向は上下 • 左右に変えることができます。 



\_ y 


pyga 

參運転スイツチを押しもどす 


•運転ランプ、燃焼ランプが消灯し、消火します。同時に温度表示から時刻表示に切り変わります。 
•消火後は本体内部が冷却するまで送風を継続し、5〜7分後に対流用送風機が停止します。 


_運転•停止 i 



室内温度 

7? 



〇 

運転 

セツト温度 


室内温度 

〇 

燃焼 

MIVI 

温度 

PM 

lc ' 

• 

參 

no 


• 注意 I 長期間使用しない場合は、対流用送風機が停止してから、電源プラグをコン 1 Z ントか 
ら抜いてください。 


•外出するときは、必ず消火してください。 

•消火操作後、温風が出ている間は、絶対に電源プラグを抜かないでください。もし抜きますと、 
のぞき窓がすすでくもったり、ストーブの表面温度が上昇します。 
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タイマーの使用方法 


現在時刻 • 現在曜日の合わせかた 


切換スイッチを「時計合せ』の位置にする 


2. 時刻を合わせる 

•未セツトの場合、現在時刻は 


を表爪し汞す。 


•( |]fl >キーを押して、デジタル表示部の時刻を合わせ 
てください。 

•キ_を押しつづけると、表示は連続して変わります。 

籲時刻を合わせるときは、 AM 、 PM をまちか'えないよラ注意し 
てください。 

3. 曜日設定キーを押す 

❿曜日設定キーを押して、現在曜日に合わせてください。 
•キーを押しつづけると、表示は連続して変わります。 


4.切換スイッチを「時計』の位置にもどす 

♦これでセット完了です。 

•現在時刻 t ット後は、切換スイッチを必ず「時計」の位置に 
合わせてください。「時計合せ」位置では時計は止まったま 
まになります。 


タイマー時刻の合わせかた 


.切換スイッチを「タイマー合せ J の位置にする 


2. タイマー時刻を合わせる 

•末セツトの場合、タイマー時刻は自動的に AM 
にセツトされています。 




i (||| I) キ_を押して希望のタイマ _ 時刻に合わせて < 
ださい。 

，キーを押しつづけると、表示は連続して変わります。 

•時刻を合わせるときは、 AM 、 PM をまちがえないよう注意し 
てください。 


4. 切換スイッチを「時計』の位置にもどす 

•タイマー時刻は1度セットすれば記憶されます。 

•タイマー時刻 t ット後は、切換スイッチを必ず「時計」の位 
置に合わせてください。 


時至十 

切換スイッチ 



温度•時計調節 




セツト温度 


室内温度 


AM 

温度 

PM 


EI : 3U 



曜日設定 


回固因困困囡囯 


時計 

切換スイッチ 



時計 

切換スイッチタイマ _ 



タイマーの時間設定 
が24時間以内の場合 


温度 • 時計調節 



セツト温度 室内温度 


AM 

温度 

PM 


8 ： 30 


時計 

切換スイッチ 





















































おはよ 3 タイマー運転 


•タイマー運転キーを押す 

❿運転中、または運転スイッチを押した後、 
タイマー運転キーを押してください。 



〇運転 
〇燃焼 


•タイマーランプが点灯し、点火する曜日の 
ランプが点滅します。 


タイマー運転 



〇運転 
〇燃焼 


〇タィマ- 


固回区] ( D 困囡因 ■ 


•デジタル表示部はタイマー時刻を約3 0秒表示 
した後、時刻表示にもどります。 


セツト温度 室内温度 



タイマー時刻 
を30秒間表示 


12 ッ ト温度 


室内温度 

.( \ 

AM 

//? 

籲 


/^ット後は、 

温度 

PM 

• 

liil 

現在時刻を表示 


❿合わせた時刻になると自動的に運転を開始します。 


時間設定が24時間を越えるときは、おはようタイマー運転のセツトにつづけて… 


參曜日設定キーを押す 

❿タイマー運転キーを押してから30秒以内に曜日設定キーを 
押し、点火する曜日のランプを点滅させてください。 

❿合わせた曜日_時刻になると、自動的に運転を開始します。 


タイマー運転 



•点火する曜日設定は記憶されません。 



【例】 

現在日曜日の PM 12:30 で 
火曜日の AM 8:30 に点火 
させたい場合 


PM 12:30 
〇タィマ- 


AM 8:30 


回_ 面困困囡因 


•点火する曜日のランプは運転を開始するまで点滅を続けます。 

參タイマーセット後、点火する曜日を変更するときは、タイマー運転キーを押してタイマーランプを消灯 
させ、再度タイマー運転キーを押してから再設定してください。 

•タイマー 1 Z ット時刻を確認するときは、切換スイッチを「タイマー合せ」の位置にしてください。 

(確認後は「時計」の位置にもどしてください。） 

參タイマーセット後、12ット時刻前に点火したいときは、再度タイマー運転キーを押してください。 

•未 t ットの場合、電源プラグをコン12ントから抜いたときや停電後再通電したときは、デジタル表示 
部が円:円または、を表示し、タイマー運転はしません。 

再度、現在時刻合わせ、タイマー時刻合わせをおこなってください。 

•外出時など留守中に燃焼を開始するようなタイマー t ットは、絶対にしないでください。 
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圓安全装置 


このス I こは次のよろな安全装置か'ついています。安全装置が'作動して消火した場合は、ス I ：/と周囲の点 
楼 • 処置をおこなってください。すべての安全装置は、異常が取り除かれても再度点火操作をしなければ運転は停 
止したままです。また、すべての処置は必ず、ストーブが消火し本体温度が十分下がってからおこなってください。 


r 安全装置 

原因 • 作動結果 

処置方法 ^ 

対震自動消火装置 

( E -:03 表示） 

•地震(震度約5以上)や強い衝撃 
を受けたときは対震自動消火装 
置か'作動して自動的に消火しま 
す。 

•地震によって作動した場合、周囲の可燃物、機器 
の損傷、油漏れ、給排気筒の外れなど異常がない 
ことを確認してから再点火してください。 

点火安全装置 
燃焼制御装置 

( 表示) 

1 n ]： m \ 表示) 

•油切れ • 点火ミス’途中失火_ 
異常燃焼したときに自動消火し 
ます。 

•「日常の点検.手入れ」（@14〜16ページ)をし 
てから点火操作をしてください。 

処置しても繰り返しエラー表示が出るときは、 
一旦運転スイッチを〔停止〕にしてお買い求めの 
販売店またはコ□ナサービスセンターに連絡し r 
ください。 

停電安全装置 

1 表示) 

\再通電後 1 

•停電や電源プラグがコンセント 
から抜けたときは、すべての運 
転を停止します。 

•電源プラグを確認してください。 

參停雷復帰(再通電)後デジタル表示部に t - ：\ EE \ 

が表示され、ストーブは運転しません。 

再度点火操作をしてください。 

過熱防止装置 

〔安全サーモスタツト〕 

(表示部全消灯） 

•温風空気取入□や温風吹出□が 
ほこりなどでふさがれたり、ス 
卜ーブ前面に障害物があるなど 
し r 本体内部が過熱すると自動 
的に消火します。 

•温風空気取入□や温風吹出□の掃除をしてから再 
点火してください。 15. 16ベージ） 
処置しても繰り返しエラー表示が出るときは、 
一旦運転スイッチを〔停止〕にしてお買い求めの 
販売店またはコ□ナサービスセンターに連絡して 
ください。 

J 


その他の装置 


装置の名称 


原因 • 作動結果 


処置方法 


•排気管の接続部が外れたり、排気管 
抜け検知用リ_ド線が断線したとき 
には、安全装置か'作動し、エラー表 
示 E - |〇 I [10\ を表示し、自動的に 


►原因を調べ、処置後点火操作をしてくださ 
い。 


排気管抜け検知装置 


消火します。 

•排気管抜け検知装置にたよらす、 
給排気筒や延長管を月に1度は点 
検してください。 



排気管抜け検知用リード線のゆるみまたは、 
外れ ■ 断線がないか確認してください。 


過電流防止装置 

(8 アンペア） 

(表示部全消灯） 


►内部配線の シヨー トにより過電流が 
流れると、自動的に消火します。 


•お買い求めの販売店またはコ□ナサービス 
センターに修理を依頼してください。 
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■ 日常の点検•手入れ 

点検 • 手入れは、消火後ス I ブが十分冷えてから、必ず電源プラグをコンセントから抜いておこなってください。 

❿電気部品の分解や市販品との交換は絶対にしないでください。 

•燃焼部の分解は絶対にしないでください。 

•部品にさわるときや、内部を掃除するときは、けがをしないように手袋をはめておこなってください。 
•ス I •'ーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 


ス I -ーブとス I -ーブ周囲の点検（使用ごと) 


參 r △警告 I カーテン、布団や毛布など燃えやすいもののそばで使用しないでください。火災が発生する 
おそれがあります。 

•ほこりや污れをそのままにしておきますと、油がしみたりして危険です。 

ストーブはいつも清潔にしてご使用ください。 

籲 「△注意 I 油タンクやゴム製送油管 • 接合部および機器などからの灯油漏れがないことを確認の 上、 
ご使用ください。 

♦油漏れがある場合は、お買い求めの販売店またはコ□ナサービスセンターに修理を依頼してください。 

•ゴム製送油管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されています。 

屋内でゴム製送油管を使用しているときは、手で少し曲げて、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れがないか確認 
し、欠点があるときは交換してください。交換のめやすは、3年に一度です。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと) 


•[也警告 I 給排気筒(管 • ホース)が外れたまま使用しないでください。 

外れていると運転中に排ガスが漏れて危険です。 

• △警告積雪が多いときには、給排気筒トップの周りが雪でふさがれていないことを確認してください。 


•除雪は、給排気筒トツプの周囲を常に 30 cm 以上あけて、風がよどまないようにしてください。 
•積雪や屋根から落ちた雪により、給排気筒トツプがふさがれると燃焼不良の原因になります。 
閉そくすると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。 

參給排気筒およびトツプの周囲に障害物が置かれていないか、ときどき点検してください。 

障害物が'置いてある場合は、移動してください。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検 （1 シーズン1〜2回) 


油タンクの水抜き （1 シーズン1〜2回）■屋内タンクを一例にして説明 


•油タンク内に水がたまると、水ゲージの灯油と水の境界面に赤色の 
フロートが浮き上がります。 

1. フロー トの点検 

•フロートが浮き上がっていたら水抜きをおこなってください。 



灯油 
フロート 
水 


2. 水を抜く f 

♦水抜きバルブの下に容器を置いて、水抜きバルブを少しゆるめると油 
タンク内の水が出て、フロートが沈みます。 

水を抜いたら水抜きバルフ''を固く締めてください。 

♦水抜き後は、油漏れがないか必す確認してください。 

❿油タンク内には、水やごみがたまりやすく、多くたまるとストーブ’ 
の方へ流れ出し、灯油の流れを妨げて十分な火力が出なくなります。 
ときどき水ゲージの点検をおこなってください。 



水抜きバルブ 


めい のかた 
初 r 管確ま 
ンし 気か店 
ズり 排3売。 
I た 、な販5 
シつ は5のさ 
。入 き r めだ 
すが とし求く 
ま物 る損 3 r 
し異 け破買し 
こり 付がお頼 
おた りグ 、依 
をつ。取ンはを 
焼く 3びリ合換 
燃つさ再〇場交 
全をだ、るたに 
完巣< r あい I 
不が r しでて夕 
、もし外んしン 
とく除りこ損 tz 
る、掃取め破ス 
ましす度は。ビ 
つ検必 I にい一 
が点、を部さサ 
筒すは筒内だナ 
気必き気部<口 
排はと排続 rn 
給にる給接めは 
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フィルタの掃除(週 1 回以上） 


•対流用送風機のフィルタがごみやほこりで目づまりすると、送風力が弱くなり排気温度上昇やストープの表面 
温度が上昇する原因になります。〔過熱防止装置（安全サーモスタット） 

の働きで運転が停止する場合があります。〕 

次の要領でス I プ背面のフィルタの掃除をおこなってください。 

運転停止後、温風が出なくなったことを確認してください。 

1. 右図の矢印のようにフイルタを横から引き出し、 

ストーブ背面から取り外す 




3.掃除が終わったら、もとどおりに取り付ける 


• [ A 注意 | フイルタを外したまま運転しないでください。 

ごみやほこりが内部にたまり、故障や異臭の原因になります。 


オイルフイルタの掃除 （ 1 シーズン 1 〜 2 回） お買い求めの販売店または コロ ナサ-ビスセンタ-に依頼してください。 


♦オイルフィルタに水やごみがたまった場合は、お買い求めの販売店または 
コ□ナサービス tz ンターに掃除の依頼をしてください。 

♦ストレーナカップは、絶対にアルカリ系洗剤で洗わないでください。スト 
レーナカップにアルカリ系洗剤や薬品が付着すると、破損し油が漏れる場 
合があります。 



のぞき窓の透明度が悪くなったとき… お買い求めの販売店またはコロナサービスセンターに依頼してください。 


•異常燃焼（においがしたり、給排気筒から黒煙が出るようなとき）をしている場合があります。 

パーナの点検とあわせて熱交換器の点検をお買い求めの販売店またはコロナサービスセンターに依頼してく 
ださい。 

\ _ / 



熱交換器の点検 （1 シーズン 1〜2 回） お買い求めの販売店またはコロナサービスセンターに依頼してください。 


❿熱交換器の内部にすすが異常にたまると、不完全燃焼の原因となります。 

❿異常燃焼(においがしたり、給排気筒から黒煙が出るようなとき)がおこった場合には、パーナの点検とあわせ 
て熱交換器の点検をお買い求めの販売店またはコロナサービス 1 z ンターに依頼してください。 

V_/ 


地震などの災害が発生したときの点検 


地震などの災害が発生し、機器に振動や衝撃が加わったときは、運転前に必ず次の点検をおこなってください。 

♦給排気筒周りの外れ、漏れの確認 •灯油配管からの漏れ確認 •機器の損傷点検 

点検で異常がみつかった場合は、お買い求めの販売店またはコロナサービスセンターに修理を依頼してください。 

V_/ 
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_ 定期点検 

コロナ密閉式石油ストーブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗_劣化する部品があります。定期点 

検は専門の技術者が、設置状態•給排気まわりの点検、安全装置および運転動作の点検•確認、使用時間により消 

耗劣化しやすい部品の点検などをおこないます。安全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するものです 

から必ず受けてください。 

參2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに定期点検を受けてください。ただし、湿度の高い所、ほこりの多 
い所（例えば、厨房室や製綿工場など）、温泉地域でご使用の場合は、1シーズンに1回程度の点検が必要とな 
ります。 

參点検のご相談はお買い求めの販売店または修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 （TEL 03-3499-2928) 
でおこなろ技術管理講習会修了者（石油機器技術管理士など）〕のいるお店、もしくは、最寄りのコロナサービ 
スセンターまたは営業所のお客様ご相談窓口（本書裏表紙に記載）までご相談ください。 

參定期点検の費用についても、お買い求めの販売店、もしくは最寄りのコ□ナサービス t ンターまたは営業所の 
お客様ご相談窓口（本書裏表紙に記載）までお問い合わせください。点検の結果、部品交換および修理などが 
必要な場合は、処置内容および費用についてお客様にご相談申し上げます。 


■定期点検の内容 

r t 目 日 


r 項目 

内容 ^ 

設置状態、給排気まわりの点検_確認 

* 製品の設置、使用状態 * 給排気筒の接続とつまり 

• 送油経路部の油漏れ（ゴム製送油管含む） 

安全装置および運転動作の点検_確認 

♦安全装置の働き •運転動作の確認 

• 操作部品や動く部品の働き 

環境 • 使用時間により 
劣化しやすい部品の点検 • 確認 

• 点火プラグ、燃焼制御装置などの点検 

• 給排気部品、排気管接続用〇リングなどの点検 • パーナなどの点検 
* 各種送風機の点検 * 各種パッキンの点検 

製品の清掃 • 整備 

* 本体内 * フアンフィルタ、対流用送風機 

* 油タンクの水抜き * オイルフィルタ j 


愛情点検1 

長年ご使用の密閉式石油ストーブの点検をぜひ！ 


こんな症状は 
ありませんか 

•油漏れがする。 

•強いにおいがする。 

•運転中に異常な音が'する。 

參その他の異常や故障がある。 


c 使用中止 

故障や事故の防止のため必すお買 
い求め販売店にご連絡ください。 
点検 • 修理についてのご費用など 
詳しいことはお買い求めの販売店 
にご相談ください。 
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給排気筒の先端か'ふさがれている 




おおっているものを取り除く 


給気 ホースが 外れている 




確実に接続する 


対震自動消火装置の作動 




E-OE ： 


「地震などの災害が発生したときの点 
検 J の点検項目を確認し、運転スイツ 
チを押しなおし、再点火する 


排気管抜け検知装置の作動 


E- 


排気管の接続部および排気管抜け検知 
用リード線の接続部の外れがないか点 
検し、外れていたら正しく接続する 


過熱防止装置の作動(安全サーモスタット）••鲁 表示部全消灯原因を取り除いた後、再点火する 


燃焼制御装置 
いる 


(フレームアイ）が污れて 




お買い求めの販売店またはコ□ナサー 
ビス t ンターに修理を依頼する 


不良灯油を使用している • • • E-Oc'-E-rr-i 良質の灯油を使用する 


送油経路の接続部がゆるんでいる 






締め直す 

(お買い求めの販売店またはコロナ 
サービス t ンターに 修理を依頼する) 


排気管のつまり 






掃除する 


排気管の配管が長い、曲がり箇所が多い 






延長 3 m 、 曲がり3箇所以下にする 


送油経路内に空気だまりがある 




E-I. 




送油経路内の空気抜きをする 


送油経路内に水またはごみがたまって 
いる 




E-i. 


三 1 -EU 


送油経路内の水抜きをする 
オイルフイルタの掃除をする 


油タンクに灯油がない 


t-i 


己 . t-cr-i 


給油する 


設定温度が低い 




設定を高くする 


電流ヒューズが切れている 


お買い求めの販売店またはコ□ナサー 
ビス t ンターに修理を依頼する 


電源プラクがコンセントに差しこまれ 
ていない 


コン t ントに確実に差しこむ 


_故障 • 異常の見分け方と処置方法 

次のような現象は故障ではありません。 

♦修理を依頼される前にもう一度お確かめください。 


•次の表にもとづいて、もう一度お確かめください。 

♦表にないエラー表示の場合、あるいは処置方法により処置しても良くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


r 現 象 

説 明 

点火時 

消火時 

初めて使用するとき、煙やにおいが出る。 

耐熱塗料やほこりなどが焼けるためです。窓をあけ換気をし 
ながら強燃焼で半日から1日程度運転してください。 

初めて使用するときや、シーズン初めの初使用時 
に1回で着火しない。 

点火してもすぐ消火してしま〇。 

送油経路内の空気だまりなどにより、1回で着火しないこと 
があります。2〜3回点火操作をくりかえしてください。 

送油経路内の空気抜きをしてください。（@8ページ） 

燃焼開始時や消火後に「ピチ_ピチ」といラ音 
がする。 

本体内部が熱により膨張、收縮するためです。異常ではあり 
ません。 

点火してもすぐ温風が出ない。 

不快な冷風を出さないためで、本体内部が暖まると温風が自 
動的に吹き出てきます。 

消火しても温風が出ている。 

本体内部が冷却するまで送風を継続します。 

燃焼時 

炎が赤い 

異常ではありません。 

その他 

給排気筒の先端から連続的に白煙が出る。 

外気温が低くなると、排ガス中に含まれている水分が凝結し 
て水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 


法 

方 

置 

処 


ラ 

_X_ 

油のにおいがする 
油漏れがある 
音をたてて燃 X る 
炎が大きくならない 
黒煙を出して燃える 
使用中消火する 
点火しな ： s 
運転ランプが点灯しな5 
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國部品交換のしかた 


部品交換のときの注意 


不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買い求めの販売店 
又は、修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了者（石油機器 
技術管理士）など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 

V___ J 


•純正部品以外の部品をご使用になりますと、性能が十分発揮できないばかりか、器具を損傷したり、思 
わぬ事故の原因となります。 


消耗•劣化しやすし鄕品(交換が必要な部品) 


V _ ノ 


■変質 • 不純灯油などの不良灯油の 

使用により劣化しやすい部品 

•電磁ポンプ 
• ノズル 


■長期間の使用により消耗•劣化しやすい部品 

♦電極 

♦排気管接続用〇リング 
♦ゴム製送油管 
♦各種パツキン 


_保管(長期間使用しない場合） 

おしまいになるときは、日常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管してください。 


1. 電源プラグをコン t ントから抜いてください。 

• 長期間使用しないときは、電源プラグを抜い r ください。 


2. フイルタの掃除をしてください。 (ぼ 15ベ-ジ) 


3. 油タンクの送油バルブを閉じてください。 


4. オイルフイルタの灯油をすべて抜き取つてください。 （运=15ページ) 


5. 本体のごみやほこりを取り除いてください。 
•掃除機などでごみやほこりを取り除いてください。 


6.本体をしめらせた布で汚れを落してから、からぶきしてください。 （ぽ16ベ-ジ) 


7.ストーブは据付けたまま保管してください。 

•温風吹出□などにほこりなどがたまらないようにカバーなどをかけてください。 

•どうしても取り外して保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないようおしまいください。 
•次シーズンに据付けをおこなうときには、必ずお買い求めの販売店に依頼してください。 

•取扱説明書、工事説明書、保証書も大切に保管してください。 
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國仕様 


型式の呼び 

FF - B 1612 (基本型式 FF -1600 SBT ) 

種 類 

圧力噴霧式 • 強制給排気形 • 強制対流形 

点火 方式 

高圧放電点火式 

使 用 燃 料 

灯油 ( JIS 1 号灯油) 

燃料消費量 

最大 

18.5 kW (1.8 L / h ) 

最小 

13.4 kW (1.3 L / h ) 

発熱量（入力） 

最大 

66,670 kJ/h 

最小 

48,150 kJ/h 

熱効率 

最大 

86.0 % 

最小 

85.7 % 

暖房出力 

最大 

15.9 kW 

最小 

11.5 kW 

標準適室 

温暖地 

木 造 66 rrf (40 畺)まで/コンクリート 92.5 rrf (56 畺)まで 

寒冷地 

木 造 67.5 rrf (41 畺)まで/コンクリート107.5 rrf (65 畺)まで 

外 形 寸 法 

高さ700 mm 幅830 mm 奥行510 mm (置台を含む） 

質 量 

52 kg 

電源電圧および周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消費電力 50/60 HZ 

点火時72/79 W 燃焼時86/94 W 最大95/99 W 

待機時消費電力 

2.2 W 

給排気筒の型式の呼び 

QU 49-3 

給排気筒の呼び柽 

D 49 

給排気筒の壁貫通部の孔柽 

¢>85 mm 

排気 温度 

260 °C 以下 

電流ヒューズ 

管形ヒューズ 8 A 

安全装置 

対震自動消火装置•点火安全装置•燃焼制御装置•停電安全装置 過熱防止装置(安全サーモスタツト） 

その他の装置 

排気管抜け検知装置 • 過電流防止装置 

付属品 

給排気筒セツト1•スリーブ '1 _置台1•背面カバー1•風量制御板 60 Hz 用1 • 

締付バンド1•フィルタガイド板上1■フィルタガイド板下1•絶縁テープ1_ 

ゴム製送油管締付バンド2 • 工事説明書1 • 取扱説明書1 


標準適室は、一般社団法人 • 日本ガス石油機器工業会の算定基準によります。 


( 外形寸法図 


給排気筒取付穴センター 
可能範囲を示す。（¢85) 
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( 送油経路図） 

パーナ オイルフィルタ 送油バルブ 油タンク 


0 
イグナイタ 



11アフターサービス 


保証について 


•このコロナ密閉式石油ス I ブには保証書がついています。「お買いあげ日•販売店名」などの記入をお確かめのうえ、販売店 
からお受けとりになり、大切に保管してください。 

•保証期間はお買いあげいただいた日から1年間です。 

•次のような原因による故障および事故につきましては、保証の対象になりませんので注意してください。 

肇変質灯油や不純灯油などの不良灯油、また灯油以外の燃料使用による故障や事故。 

♦誤った使用方法による故障や事故。 


修理を依頼されるとき 


•本書の「故障•異常の見分け方と処置方法」（@17ページ）の項に従って調べても良くならないときは、電源プラグを抜いて 
お買い求めの販売店または、お近くのコロナサービスセンターにご連絡ください。 

修ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

攀品名 I 保証書、取扱説明書 籲お買いあげ日 

參 型式の呼び I をごらんください。 春 故障状況（できるだけ具体的に） 

參ご住所 • ご氏名 • 電話番号 

•修理に際しては、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証書の規定に従って無料修理させていただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコロナお客様ご相談窓□にお問い合わせください。 

\_ x 


■保証期間が過ぎているときは 

秦お買い求めの販売店にご相談ください。修理によって使用できる製品についてはお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石油ストーブの補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の保有期間は製造打ち切り後7年です。 

■修理に出されるときは 

•輸送時や運搬時にオイルフィルタ内に灯油が残ったままですと、傾きや振動で灯油がこぼれることがありますので、必ず抜き 
取ってください。 
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圓据付け•移設 


据付け*移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事はお買い求めの販売店または設置業者に依頼して、お客様ご自身ではおこなわないでく 
ださい。 

\_ y 


据付け場所の選定および標準据付け例 


据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。 

工事説明書の「特に注意していただきたいこと(安全のために必すお守りください)」をお読みになり、お買 
い求めの販売店または据付け業者とよくご相談ください。また、「標準据付け例」については、下図を参照 
してください。 


Q 標準据付け例） 


〈正面〉 


〈側面〉 

，し可燃物、 


本体固定金具 
(付属品） 

可燃物- 




〈給排気筒の正面〉 

~ハノノ-可燃物パ，、，、、.、' 


60 cm 广不燃材の場合は、 
以上 ^30 cni 以上とする。ノ 


© 


45 cm 

以上 


45 cm 

以上 


地面 • スラブ面など乂彡 

• 不燃物の場合でも、可燃物と同じ離隔距離にしてください。 

Q マントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法） 


乂地面 • スラブ面など >0) 



ストーブ前面が壁面より 
内に入らないこと 



本体固定金具 
(付属品） 


※印の寸法は、防火性能認証委員会により、評定承認されたものです。 

• 不燃物の場合でも、可燃物と同じ離隔距離にしてください。 

v _ y 
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給排気筒を延長する場合の注意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がり以下で取り付けられる場所を選定してください。 

V_ y 


積雪地区における注意 


給排気筒トップが雪でふさがれない場所に設置してください。落雪により給排気筒トップがふさがれたり 
破損するおそれのある場所には設置しないでください。また、風がよどむような場所では、排ガスを再度 
吸い込んで異常燃焼を起こすことがあります。 

\_ j 


据付け後の確認 


据付けが終わりましたら、もう一度、工事説明書の「特に注意していただきたいこと（安全のために必ずお守り 
ください）」をお読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付けられているか確認してください。 

V_ J 



試運転は、販売店または据付け業者とごいっしよに必ずおこなってください。 


1.運転準備（ぽ7 • 8ベ—ジ） 

① 油タンクに灯油 （ JIS 1 号灯油）を給油してください。 

② 油タンクの送油バルブを開き、送油経路内の空気抜きをしてください。 

③ ストーブ'側面の水平器で、水平に設置されていることを確認してください。 

④ ストーブ'の置台の上や送油管の接続部に、油だまりや油漏れがないか確かめてください。 

⑤ 運転スイッチが〔停止〕になつ r いるか確認してください。 

•運転スイッチを〔運転〕のまま電源プラグをコンセントに差しこむと、 [ FZ ]:\£ E が表示されます。 
この場合は、一旦運転スイッチを押しもどしてください。 

⑥ 電源プラグをコン12ントに差しこんでください。 

拳 LA 注意電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差しこんでください。 


2 .運転 （®=9 • 10ベ—ジ） 

①運転スイツチを押してください。 

•運転ランプが点灯し、燃焼ランプが点滅します。 

♦約10秒後に点火し、燃焼ランプが'点灯に変わります。 

春点火後2〜4分後に対流用送風機がまわり温風が出ます。 


初めて使用するときは… 


•ストーブ内の送油管に灯油が満たされ r いませんので、炎が立ち消えすることがあります。 

この場合は、一旦消火して冷めるのを待ってからもう一度点火してください。 

•ストーブの防鐳油や塗料などが焼けて煙とにおいが出ることがあります。窓を少しあけて部屋の換気をしな 
がら、強燃焼で半日から1日程度運転してください。また、小鳥や小動物などに影響する場合が考えられま 
すので、この間は部屋に入れないでください。 


②運転スイツチを押しもどしてください。 

•運転ランプ、燃焼ランプが消灯し、消火します。 

同時に温度表示から時刻表示に切り変わります。 

參本体内部が'冷却するまで送風を継続し、5〜7分後に停止します。 
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吹田市南金田 1-8-47 〒 564-0044 

彦根市正法寺町南出78 〒 522-0024 

京都市伏見区竹田段 j 1 1原町211 〒61 2-8414 

福知山市荒河東町68 亍 620-0061 

神戸市西区枝吉 5- 132 〒65 1-2 133 

高松市今里町1 -8-5 〒 760-0078 

松山市西垣生町 780-3 亍791 -8044 

吹田市南金田1 -8-47 〒 564-0044 


TE し (06)6380-2 111(代表) 
TEL (0749)24-6239( 代表) 
TEL (075)643— 20〇2(代表) 
TE し (0773)22-0827( 代表) 
TEL (078)922-2431( 代表) 
TEL (087)835— 1711(代表) 
TEL (089)968— 7351(代表) 
TEL (〇 6)6386-5670( 代表) 


名古屋市熱田区桜田町 16-1 1 
岐阜市六条南 2-7-8 
静岡市駿河区高松 2-15-3 〇 
沼津市西椎路 888-1 
津市高茶屋 3-29-38 
名古屋市熱田区桜田町 16-1 1 


亍 456-0004 
〒5〇〇 -8358 
亍 422-8034 
亍4 10-03 〇3 
〒514-0819 
〒 456-0004 


TEL (052)746-6600( 代表） 
TEL (058)268-7555( 代表） 
TE 1_(054)238 —〇〇05(代表） 
TEL (055)968-621 0(代表） 
TEL (059)234-8471 (代表） 
TEL (052)746— 6603(代表） 


FAX (〇 52)884-6551 
FAX (058)268-7550 
FAX (〇 54)238— 0006 
FAX (055)968-62 12 
FAX (〇 59)234-8472 
FAX (〇 52)884— 6554 


東海地区 


近畿. 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


広島市安佐南区衹園 3-27-2 〇 
米子市目久美町 235-1 
岡山市北区辰巳 35- 103 
周南市徳山字ーノ井手5631 -4 
広島市安佐南区衹園 3-27-20 

福岡市博多区東比恵 2-2-40 
北九州市小倉北区愛宕 2-6-4 
長崎県西彼杵郡時津町左底郷浜田 74- 1 
熊本市東区尾ノ上 1-11-12 
大分市三佐 1-19-7 
宮崎市霧島 3-59-2 
鹿児島市田上 7-16-5 
福岡市博多区東比恵 2-2-40 


〒73卜0138 TEL (〇 82)871-33 10(代表） 
亍 683-0035 TE し(〇 859)33-8 157(代表） 
〒 700-0976 TEL (086)243— 7751(代表） 
〒 745-0882 TEL (〇 834)22— 5567(代表） 


FAX (082)871-3306 
FAX (0859)23-0709 
FAX (086)243— 7191 
FAX (0834)22-5589 


亍 731-0138 TEL (082)871-331 5(代表） FAX (082)871 -0272 


〒812-0007 TEL (092)474-5771 (代表） 
亍803 -0828 TE し (093)592—8611 (代表） 
〒851 -2 106 TEL (〇 95)882-77 10(代表） 
〒 862-0913 TEL (096)367-7361 (代表） 
亍 870-0108 TE し (097)523— 5161(代表） 
〒 880-0032 TEL (0985)29-1 680(代表） 
〒 890-0034 TEL (099)281-1321 (代表） 
亍81 2-0007 TEL (092)474— 6001(代表） 


FAX (092)474-5775 
FAX (093)592— 8666 
FAX (〇 95)882-7767 
FAX (096)369-6323 
FAX (〇 97)523— 5162 
FAX (0985)25-0685 
FAX (〇 99)281-1252 
FAX (092)474—6414 


FAX (03)3927-1160 
FAX (042)528-2382 
FAX (047)312-8338 
FAX (0466)90-5568 
FAX (〇 55)268—1569 
FAX (03)3927-1130 


札幌市白石区平和通16 丁目南1 - 19 亍 003-0028 
旭 J 1 1市東旭) U 南1条2 丁目 2-5 〒 078-8261 

北見市卸町1丁目 1-3 〒〇 90-0056 

訓路市花園町 4-1 7 〒〇 85-0038 

帯広市西18条北1丁目1 7-1 〒〇 80-0048 

函館市西括梗町21 -2 〒〇41 -0824 

札幌市白石区米里3条2丁目 6-25 〒〇 03-0873 


TEL (0 11 )864-044 〇(代表） 
TE し (0166)37-233 ◦(代表） 
TE し(〇1 57)36 —9009(代表） 
TEL (0 1 54)24-41 91(代表） 
TEL (〇1 55)35-75 18(代表） 
TEL (01 38)48-6070( 代表） 
TE し(〇11 )879-2121 (代表） 


FAX (01 1)863-3154 
FAX (0166)37-2338 
FAX (〇 157)36—5959 
FAX (0154)24-0451 
FAX (〇 155)35-7510 
FAX (0138)48-6080 
FAX (01 1)871-2400 


関東地区 


北 

関 

東 

支 

店 

さいたま市北区宮原町1 -674-2 

〒331-0812 

TEL (048)65 1 - 1722(代表) 

水 

戸 

営 

業 

所 

水戸市笠原町 653-2 

〒3 10-0852 

TEL (〇 29)241—21 72(代表) 

つ 

< 

ば営 

業 

所 

つくぱ市谷田部 6788- 19 

〒 305-0861 

TEL (〇 29)839-5325( 代表) 

宇 

都 

宮営 

業 

所 

宇都宮市築瀬町2313 

〒32 1-0933 

TE し (028)632-5 105(代表) 

太 

田 

営 

業 

所 

太田市高林東町2375 

亍373-〇825 

TE し(〇 276)38 —6571(代表) 

局 

崎 

営 

業 

所 

高崎市問屋町西 1-3-22 

〒37〇-〇〇〇7 

TE し (027)36 1-4806(代表) 

首 

都 

圏 

支 

店 

東京都北区豊島 8-4-8 

〒11 4-0003 

TEL (03)3927-1 151(代表) 

立 
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営 

業 

所 

立川市高松町 1-22-3 

〒190-0011 

TE し (042)5 1 9-5271 (代表) 

千 

葉 

営 

業 

所 

松戸市高塚新田 95-5 

〒 270-2222 

TEL (〇 47)3 1 2-8330( 代表) 

福 

浜 

営 

業 

所 

藤沢市本藤沢 2-12-9 

〒25 1-0875 

TEL (0466)90-5567( 代表) 

甲 

府 

営 

業 

所 

山梨県中巨摩郡昭和町西条2491 -2 

〒409 -3866 

TEL (055)268-1 567(代表) 

関東地区 

サービスセンター 

東京都北区豊島 8-4-8 

〒11 4-0003 

TEL (03)3911-1131 (代表) 


信越地区 


新 潟 支店 
新潟東営業所 
長野営業所 
松本営業所 
信越地区サービスセンター 


三条市曲渕 3-2-1 5 
新潟市東区江南 1-6-41 
長野市大豆島5312 
松本市笹賀大久保原7852 
三条市東新保 10-26 


〒955-0864 TEL (0256)32-2126( 代表) 
亍 950-0855 TEL (025)286-9131 (代表) 
〒381 -0022 TE し (026)221—5111 (代表) 
〒 399-0033 TEL (〇263)26_0〇51(代表) 
〒955-0863 TEL (0256)32-2129( 代表) 


北海道地区 


沖縄地区 


沖縄営業所宜野湾市宇地泊738 

シーサイド.パーク1〇2 


亍901 -2227 TEL (〇 98)897— 5677(代表） FAX (098)897— 5679 


08062102 


株式会社 

亍 955-851 〇新潟県三条市東新保7-7 
丁 EL (0256) 32-2111 く代表> 
ホームページ http :// www . corona . co . jp / 


北陸地区 


金 

沢 


支 

店 

金沢市駅西新町 1-1-25 

自 

山 

営 

業 

所 

富山市田中町 2-3- 15 


井 

営 

業 

所 

福井市和田東 1-607 


北陸地区サービスセンター金沢市駅西新町 1-1-25 


〒 920-0 〇27 TEL (076)260 —〇567(代表） FAX (076)260-0775 
〒 930-0985 TEL (〇 76)444-0567( 代表） FAX (076)444— 0611 
〒91 8-8237 TEL (0776)23-0567( 代表） FAX (0776)23-0580 
〒 920-0027 TEL (〇 76)260— 0038(代表） FAX (〇 76)260—0738 


北東北地区 

ノ IF 地区サービスセンター 
弘前営業所 
弘前地区サービスセンター 
盛岡営業所 
水沢営業所 
盛岡地区サービスセンター 
秋田営業所 
秋田地区サービスセンター 


青森市古館1丁目1 2-38 〒〇 30-0946 

青森市古館1丁目1 2-38 〒〇 30-0946 

ノ V 戸市売市4 丁目 4-7 〒〇31 -0073 

八戸市売市4 丁目 4-7 〒〇3 1-0073 

弘前市田園1 -2- 1 〒〇 36-8086 

弘前市田園1 -2- 1 〒〇 36-8086 

盛岡市門 2- 1 -42 〒020 -0823 

奥州市水沢区水沢工業団地4 丁目79 〒 023-0002 
盛岡市門 2-1-42 〒〇 20-0823 

秋田市泉中央4 丁目 4- 18 〒〇1 0-0917 

秋田市外旭 j 1 1三千刈 109-1 〒〇1 0-0802 


TEL (01 7)742-8255( 代表） 
TEL (017)743-2971 (代表） 
TEL (01 78)24— 5289(代表） 
TEL (0 1 78)47-6609 (代表） 
TEL (01 72)28-39 10(代表） 
TEL (01 72)26-4770( 代表） 
TEL (01 9)622-479 1(代表） 
TEL (0197)22-41 55(代表） 
TEL (01 9)604-0281 (代表） 
TEL (018)864-5671 (代表） 
TEL (0 1 8)864-52 19(代表） 


FAX (017)742-8275 
FAX (017)743-1 118 
FAX (0178)45— 4290 
FAX (01 78)71-1344 
FAX (〇 172)28-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX (019)622-5244 
FAX (〇 197)22-4452 
FAX (019)604-0283 
FAX (〇 18)864—8468 
FAX (018)864-5760 


南東北地区 


仙 



支 

店 

仙台市宮城野区日ノ出町1 -7-32 

亍 983-0035 

TEL (022)235— 3181(代表） 

FAX (〇 22)236 —881〇 

山 

形口 

営 

業 

所 

山形市東青田 3-6-28 

亍 990-2423 

TEL (〇 23)642-3255( 代表） 

FAX (023)642-3254 

庄 

内 

営 

業 

所 

酒田市錦町 1-183-1 

亍 998-0 103 

TEL (0234)31 -0571 (代表） 

FAX (0234)31-0581 

郡 

山 

営 

業 

所 

郡山市亀田 1-51-9 

〒 963-8033 

TEL (024)938— 2240(代表） 

FAX (〇 24)938-3021 

南東北地区サービスセンター 

仙台市宮城野区日ノ出町1 -7-31 

〒983-〇035 

TE し(〇 22)783-1 791(代表） 

FAX (022)783-1792 


お客様ご相談窓口一覧表 


修理サービスや製品についてのご相談は機種名をご確認 
の上、お買いあげの販売店または下記のご相談窓口に 
ご依頼ください。 

ご転居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のお近くの窓口に 
ご相談ください。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場合がありますのでご了承 
ください。 


參アフターサービスのお問い合わせは下記へどうぞ 


コロナサービスセンター 

孩0120 -919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 

受付時間午前9時〜午後7時(日曜、祝祭日は除く) 


携帯電話 - PHS 等からは 
最寄の サービスセンター 
へ直接おかけください。 
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